
警 察 署 協 議 会 議 事 録

協議会名 令和６年第３回宮城県若柳警察署協議会

開催日時 令和６年12月11日（水） 午前10時00分から

午前11時20分まで

開催場所 若柳警察署 署長室内小会議室

１ 協議会委員

・ 出席委員～小野寺勝典会長、菅原信二副会長、小林妙子委員

出席者等 ・ 欠席委員～なし

２ 警察署側

署長、次長兼警備課長、警務課長、生活安全課課長代理

別紙のとおり

議事概要

備 考



別紙

１ 報告事項、協議事項

⑴ 令和６年10月末現在の管内の治安情勢について（署長）

ア 刑法犯の発生・検挙状況等

刑法犯認知件数57件、検挙件数29件、検挙率50.9％

※ 10月廃品回収業者による窃盗事件の検挙

10月一般民家における強盗致傷事件の検挙 等

イ 特別法犯の発生・検挙状況

総数８件

ウ 非行少年等の検挙・補導状況

刑法犯検挙０人、特別法犯検挙０人、ぐ犯通告０人、不良行為

少年の補導10人

エ 交通事故発生状況

人身事故21件（死者数０人）、物損事故339件

⑵ 闇バイトの現状について（生活安全課課長代理）

⑴ ＳＮＳ上における闇バイト募集投稿の現状について

⑵ 闇バイト募集投稿に応じた者が検挙されるまでの実例について

⑶ 特殊詐欺・闇バイトに加担させないための取組みについて

ア 広報啓発活動

イ 学校等での地域安全教室の実施

ウ 相談者本人や家族の保護対策

議事概要 ⑶ その他

２ 協議事項等への質問・意見要望等について

○ 委員

10月末に発生した強盗事件を即日に検挙したのはすごいことであ

る。

警察の皆さんが頑張っているのだと思う。

● 署長

県下全域に手配がなされ、当署員だけではなく、近隣警察署、被

疑者を逮捕した大和警察署、機動捜査隊、警察本部の捜査員等の応

援を得て事件を解決することができた。

○ 委員

10月に廃品回収業の中国人グループを逮捕したとのことであった

が、確かに、以前外国人と思われる不要品買取業者や貴金属買取業

者が私方や近所に結構来ていて敷地内に入るなどしており、不安に

感じていたところだった。

● 署長

高齢者や子ども相手に不要品の買い取りを無理強いし、相手が明

確に答えられないのを良いことに承諾を得たようにして強引に持っ

て行ったのが、今回検挙した犯人たちの手口だった。



その他に、その場では断ったものの、後から気味が悪くなって警

察に相談するケースも多くあった。

明確に断ること、自宅内に入れる承諾をしないことが大事である。

○ 委員

地域でのお茶っこ会や自治体の研修会で、このような不審者のこ

とや特殊詐欺の話をしていくことが大事だと思っている。

● 警務課長

管轄の交番・駐在所員等が防犯講話のために地域の会合に参加す

ることも可能なので、御希望があれば声を掛けていただきたい。

○ 委員

廃棄物処理法違反について、早朝等にごみを燃やしているのを見

議事概要 かけることがあるが、若柳では発生は多いのか。

● 署長

発生通報は時々受けている。

事件として検挙するか指導警告とするかはケースバイケースであ

るが、警察に通報があるということは迷惑を受けている人がいるこ

とに間違いないので、現場に臨場し必要な措置を取っており、今後

も適切に対応していきたい。

○ 委員

闇バイト対策について、おとり捜査に関する報道が出ていたが、

どのようになるのか。

● 署長

今後、法的な問題を解決しながら、警察でそのような捜査手法を

確立していくと思われる。

実行犯だけでなく主犯格に辿り着くような、内部に切り込んでい

く捜査が必要になる。

○ 委員

闇バイトの犯行に携帯電話が使われているとのことだが、確かに

携帯電話は便利だが、危険な面もあると強く感じている。

子供に携帯電話の危険性を教えたいが、内容が難しく理解が追い

つかない。

自分が小さい頃は携帯電話はなく、情報は限られたものしかなか

ったが、地域住民の繋がりが深い等、良かった面もあった。

● 生活安全課課長代理

今の子供達は、幼い頃からスマートフォン、インターネットに自

然に触れてきたので危険性を理解しないまま使っており、犯罪に巻

き込まれてしまうことがある。

警察としても、学校における安全教室等を通して広報啓発活動を

推進していきたい。

○ 委員

駐在所員が巡回や本署での当直等で駐在所にいないことが多い。

東仙台交番員の殉職事件の影響等があるのは理解しているが、で

きれば常に居てくれると心強いし、以前のように家族同伴だと地域

の繋がりもでき、地域住民としては助かるのではないか。



● 署長

家族同伴での駐在所の制度が無くなったわけではないが、宮城県

は単身者の運用にシフトしてきており、また、駐在所員が当直勤務

等本署での業務のため不在となる時間があるのが実情である。

駐在所にいて欲しいし見回りで家にも来て欲しいという地域の要

望に応えられるようにしていきたい。

○ 委員

３月に栗原警察署となるが、警察署が統合されるというと縮小に

なるイメージがあると思う。

以前の市町村合併の時は、行政拠点が遠くなったことが一番のデ

メリットと言われた。

しかし、警察署の場合はそれとは違い、２つの警察署が一緒にな

ることにより栗原全域が守られるというメリットがあると思ってい

る。

３ 事務連絡（警務課長）

⑴ 令和６年10月開催警察署協議会代表者会議結果の伝達について

会議の内容及び公安委員からの意見等について伝達した。

⑵ 次回開催予定について

次回の警察署協議会開催については、令和７年２月頃とし、後日、

日程を調整する。


